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研究成果概要 
2023 年度については、新型コロナウィルス感染症の 5 類指定が 5 月に解除されたが、

神岡への出張を行うことは困難であった。 
本部での共振器の開発については、外国への渡航が出来るようになり、2017-2018 年度

において JSPS 外国人研究員として NICT に滞在した研究員が 2024 年度に再び来日し

て 1 ヶ月滞在し、研究を再開する計画を立てた。その結果、2024 年 6 月に来日し研究

を再開することが決まった。 
また、本共同利用研究において安定な光共振器を開発するもう一つの動機として、超微

細構造定数の変化に対する光共振器と原子の共鳴周波数の感度の違いを利用して、トポ

ロジカルな暗黒物質の検出を行うという研究スキームがある。光格子時計については、

韓国の標準研究機関 KRISS 及び産総研でも近年定期的に稼働しており、2023 年度より

お互いの測定データを共有する共同研究を開始した。この実験スキームは上述した来日

予定の元 JSPS 研究員が所属する研究室で最初に提案されたものであり、アジア域内で

期待される光格子特恵の高い時間稼働率の場合に期待される新しいデータ処理スキーム

が無いか、議論を開始した。 
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